
10/30 グッドニュースを分かち合うために 

   

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     

                      

 

「あらゆる人が集められる教会」 

秋田郁美 

 こうして、時が満ちるに及んで、救いの業が完成され、あらゆるものが、頭である 

 キリストのもとに一つにまとめられます。天にあるものも地にあるものもキリストのもとに

一つにまとめられるのです。    エフェソ信徒への手紙 1：10 

 

 今年も教会で一芸会が行われました。毎年教会員だけではなく、教会員の知り合いの方、そ 

のまた知り合いも方、と参加する人の輪が広がっています。皆さん趣味で楽しんでいらっしゃ 

ることですが、発表の場があると目標になりますし、他の方々のパフォーマンスや作品を見る 

ことはとても楽しいことです。 

 そして、会の最初の挨拶でもお話しさせていただきましたが、教会というところは、年齢、 

性別、職業など立場を問わず大人から子どもまであらゆる人が集まることができる、他には 

ない場であると思います。今回は以前礼拝に来られた、日本で避難生活を送っていらっしゃる 

ウクライナのご家族も参加され、他にも中国の方もおられ、国際色も豊かな会となりました。 

 教会が存在するのは、神であるイエス・キリストが人間として生まれ、全ての人の罪を贖う 

ために十字架に架かって死に、復活したからです。そして、復活のイエスが天に昇られてから 

ペンテコステで聖霊が弟子たちや多くの人たちに与えられたからです。聖霊は今も働いてい 

て、人々の心に働きかけ、イエス・キリストを信じる信仰へと導き、それらの人々を教会に集 

めてくださっています。 

 今回の一芸会でも、参加されたお一人お一人は主を信じる教会のメンバーに声をかけられた 

ことによりますが、そこには聖霊も働いてくださったと信じます。そして、参加された方々が 

主イエスに心を向け、信じて救われることを私たちは祈っています。皆さんが教会堂の中に主 

の臨在を感じ、お一人お一人を特別な存在として愛してくださる主の愛を感じることができた 

ことを期待します。 

 そして、いつか本当にこの教会に主イエス・キリストを信じるあらゆる人たちが集められ、 

主を頭として一つになり、キリストの体として豊かに用いられるように聖霊の働きに期待し、 

これからも多くの人を教会にお誘いしたいと思います。一芸会が豊かに祝福されたことを感謝 

します。教会が地域の皆さんにも開かれて、大人も子どもも集まることができますように祈り 

ます。初代教会のように、周りの人から好意を寄せられ、救われる人々が仲間に加えられます 

ように。私たちが喜びをもって毎週礼拝に集まりましょう。（使徒言行録 2：46，47） 

月報「ぶどうの木」 
         2023 年 6 月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

★♪ 5月 20日一芸会 ♪★ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

６月役員会決定事項 

・5月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・今年度の東部教区信徒修養会について、固定会場である北茨城の旅館「としまや月浜の湯」は開催可 

能な日程では受け入れられないとのこと。今年度の開催を中止とするか各教会で話し合い、7月 13

日に東部教区会三役（会長・書記・会計・担当理事）で話し合うことになっている。当教会としては、日

帰りの集会を行い、オンラインでも参加できるようにしたい、という意見を提出することに決定した。 

・礼拝時の飾花をしてくださる姉妹に感謝も込めて、伝道費から費用を出したいということになった。 

 
  

 


